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遠
い
記
憶
と

悠
久
の
平
和
（
二
）

香
川
県

井

上

幸

男

明
野
飛
行
整
備
軍
属
の
人
達

私
が
演
習
に
参
加
し
た
の
が
、
陸
軍
航
空
戦
闘
隊
発
祥

の
地
、
明
野
に
初
め
て
着
任
し
、
整
備
の
技
術
の
向
上
に

努
め
た
時
で
あ
る
。

さ
す
が
陸
軍
航
空
隊
の
メ
ッ
カ
だ
け
あ
っ
て
、
隼
一

式
、
二
式
戦
座
戦
闘
機
、
三
式
戦
闘
機
、
四
式
戦
闘
機
の

機
種
が
多
か
っ
た
。
支
那
（
中
国
）
大
陸
に
お
い
て
活
躍

し
た
九
七
戦
と
、
毎
日
の
操
縦
訓
練
。
飛
行
に
対
す
る
戦

闘
整
備
、
清
沢
曹
長
の
講
義
学
科
・
実
技
と
実
践
技
術
習

得
に
努
力
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
近
郷
一
帯
よ

り
多
く
の
軍
属
の
方
々
が
勤
務
し
て
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
つ
い
て
技
術
の
錬
磨
で
あ
る
。
四

式
の
整
備
か
ら
、
一
式
戦
、
二
式
、
三
式
、
四
式
と
あ
ら

ゆ
る
面
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。

機
材
庫
に
は
、
部
品
係
に
女
子
も
い
る
。
当
時
は
、
兵

隊
よ
り
軍
属
さ
ん
が
多
い
の
か
と
思
っ
て
い
た
程
だ
っ

た
。三

カ
月
の
間
ま
ず
、
四
式
戦
を
本
格
的
に
勉
強
し
た
も

の
だ
。
工
員
さ
ん
も
我
々
よ
り
、
整
備
の
技
術
は
上
で

あ
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
っ
た
。
三
人
一
組

で
、
四
式
戦
一
機
の
受
持
ち
と
な
る
。
試
運
転
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
離
れ
て
エ
ン
ジ
ン
音
を
聞
く
と
よ
く
解

る
。
打
合
せ
で
、
油
圧
、
排
気
温
等
の
チ
ェ
ッ
ク
。
無
事

終
了
す
れ
ば
、
ピ
ス
ト
へ
報
告
と
順
次
の
計
画
に
移
っ
た

も
の
だ
。

飛
行
訓
練
、
射
撃
訓
練
、
格
闘
技
と
経
過
良
好
な
れ
ば

一
日
が
嬉
し
か
っ
た
。
や
が
て
、
三
カ
月
の
演
習
参
加
も

終
了
し
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
軍
属
、
工
員
さ
ん
達
に
礼

を
言
っ
た
。
別
れ
際
に
「
卒
業
し
た
ら
、
明
野
へ
来
い

よ
」
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

岐
整
校
全
員
、
明
野
配
属
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
我
々

が
先
輩
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
明
野
配
属
で
着
任
す
る
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と
、
ま
る
で
我
が
事
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
た
。
こ
の

方
々
が
、
比
島
戦
に
お
い
て
数
多
く
生
き
て
帰
ら
ざ
る
人

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

軍
属
の
人
は
兵
隊
よ
り
も
技
術
は
良
く
、
年
配
の
方
々

が
…
…
。
本
当
の
親
父
の
よ
う
な
方
も
大
勢
参
戦
し
、
ネ

グ
ロ
ス
山
中
の
各
戦
闘
に
お
い
て
、
設
営
隊
と
し
て
道
な

き
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
先
行
し
て
物
資
輸
送
に
つ
い
た
の
で
あ

る
。兵

と
共
に
行
動
し
、
そ
の
陰
に
隠
れ
た
功
績
は
、
戦
隊

史
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
私
は
数
々
の
想
い
が
あ
る
。

戦
隊
の
地
上
勤
務
の
功
績
は
、
こ
の
方
々
の
上
に
あ
る
。

身
は
比
島
の
土
に
な
ら
れ
て
も
、
御
霊
は
日
本
の
ご
家

族
の
許
で
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
と
祈
る
の
み
で
あ

る
。私

に
は
、
今
静
か
に
目
を
閉
じ
る
と
、
二
〇
〇
戦
隊
と

し
て
比
島
作
戦
（
激
戦
の
、
昭
和
十
九
年
三
・
四
・
五
・

六
月
）
に
参
加
し
、
ネ
グ
ロ
ス
島
で
共
に
戦
っ
た
同
期
の

面
影
が
…
…
浮
か
ぶ
。

サ
ラ
ビ
ア
、
タ
ン
ザ
、
マ
ナ
プ
ラ
と
各
飛
行
場
で
の
愛

機
整
備
に
苦
闘
奮
戦
。
ま
た
、
命
令
に
依
り
、
本
部
本
隊

よ
り
各
任
地
へ
向
か
っ
た
同
期
、
二
度
と
逢
う
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
同
期
生
。
シ
ラ
イ
海
岸
陣
地
（
敵
上
陸
地
点

の
一
つ
）
艦
砲
射
撃
に
よ
り
全
滅
。

山
中
の
設
営
隊
員
、
野
戦
病
院
、
負
傷
者
収
容
要
員
、

戦
闘
要
員
と
別
行
動
。
こ
れ
ら
の
消
息
は
、
現
在
で
も
不

明
で
あ
る
。

私
は
戦
闘
要
員
な
れ
ど
数
々
の
陣
地
で
戦
死
し
た
戦
友

の
名
前
が
十
分
に
思
い
出
せ
ぬ
。
極
限
の
記
憶
が
は
っ
き

り
す
る
も
の
と
、
思
考
で
き
な
い
も
の
と
が
あ
る
（
激
戦

に
よ
る
放
心
状
態
）。
マ
ン
ダ
ガ
ラ
ン
の
密
林
で
病
魔
と

飢
え
に
倒
れ
し
戦
友
、
同
期
生
。
戦
闘
要
員
と
し
て
、
切

り
込
み
隊
、
肉
迫
攻
撃
隊
員
と
し
て
散
っ
た
戦
友
た
ち
。

そ
の
一
身
を
顧
み
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
祖
国
の
勝
利

を
信
じ
て
散
華
し
た
童
顔
が
半
世
紀
過
ぎ
た
今
で
も
瞼
に

浮
か
ぶ
。
胸
に
せ
ま
る
も
の
が
あ
る
。

こ
と
に
明
野
の
忠
魂
塔
の
前
に
た
た
ず
む
と
、
目
頭
が

熱
く
潤
む
。
私
の
人
生
が
終
え
る
ま
で
脳
裡
か
ら
消
え
る
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こ
と
は
な
い
。

昭
和
二
十
年
六
月
七
日
、
ル
ソ
ン
島
戦
死
者
、
二
十
二

人
。榊

原
大
尉
指
揮
下
、
ア
リ
タ
オ
激
戦
、
五
人
。

二
〇
〇
戦
隊
、
同
期
、
七
十
一
人
、
生
存
十
二
人
。

ル
ソ
ン
島
戦
死
、
三
十
四
人
、
帰
還
後
病
死
、
二
人
。

ネ
グ
ロ
ス
島
戦
死
、
二
十
五
人
。

明
野
慰
霊
祭
に
参
加
し
て

平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
十
月
二
十
四
日

錦
秋
の
好
天
に
恵
ま
れ
て
元
戦
隊
隊
員
遺
族
多
数
の
参

列
の
許
に
三
八
〇
人
有
余
。
平
成
八
年
よ
り
多
く
お
ご
そ

か
な
式
典
と
な
る
。
国
家
の
為
に
尊
い
命
を
捧
げ
た
多
く

の
御
霊
の
ご
加
護
あ
り
と
思
わ
れ
る
。

年
を
経
る
毎
に
参
列
者
の
数
少
な
く
な
る
中
、
二
〇
〇

戦
隊
の
遺
族
の
方
々
が
出
席
さ
れ
た
事
は
、
悦
ば
し
い
事

な
り
。

あ
る
遺
族
の
方
は
、
忠
魂
塔
慰
霊
祭
が
あ
る
事
さ
え
知

ら
ず
、
只
何
年
何
月
〇
〇
方
面
に
て
戦
死
と
記
し
た
紙
片

一
枚
と
の
事
。
今
日
参
列
し
た
の
は
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う

な
状
況
の
下
、
ど
の
よ
う
な
戦
死
か
そ
れ
が
納
得
で
き

ず
、
五
十
数
年
間
胸
に
つ
か
え
て
い
た
と
。
も
し
、
復
員

さ
れ
た
隊
員
の
方
で
ど
ん
な
事
で
も
手
が
か
り
を
知
ら
せ

て
下
さ
い
と
、
〇
〇
の
消
息
を
と
…
…
そ
れ
は
肉
親
の
真

実
の
願
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
が
本
当
で
す

…
…
。

ふ
と
…
…
私
は
命
な
が
ら
え
て
生
き
て
帰
っ
た
自
分
が

こ
こ
へ
来
て
良
か
っ
た
の
か
、
同
席
し
て
良
い
の
だ
ろ
う

か
と
思
っ
た
。
そ
れ
は
戦
死
し
た
身
内
遺
族
の
方
々
に
申

し
訳
な
い
と
自
責
の
念
で
あ
っ
た
の
か
…
…
で
も
生
き
て

帰
っ
た
自
分
は
、
当
時
の
状
況
を
知
る
か
ぎ
り
詳
し
く
お

知
ら
せ
す
る
事
も
、
ご
家
族
の
そ
う
で
し
た
か
、
そ
う
で

あ
っ
た
の
か
…
…
と
御
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ
る
も
の

と
、
私
の
自
己
紹
介
の
順
番
が
く
る
ま
で
に
心
に
決
し
た

の
で
あ
っ
た
。

順
次
自
己
紹
介
が
進
み
自
分
の
所
に
マ
イ
ク
が
手
渡
さ

れ
、
座
っ
て
よ
り
立
ち
上
が
り
自
己
紹
介
と
ネ
グ
ロ
ス
残
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置
隊
の
戦
闘
の
状
況
説
明
、
行
動
を
共
に
し
た
戦
友
名
と

戦
死
状
況
は
、
私
が
最
後
ま
で
看
取
り
埋
葬
し
た
事
を
後

刻
お
話
し
ま
す
と
言
う
事
で
、
次
の
方
に
マ
イ
ク
を
渡

す
。参

加
出
席
者
の
健
勝
の
乾
杯
も
終
わ
り
、
会
食
が
進
む

中
、
遺
族
の
萩
原
久
雄
軍
曹
の
妹
夫
婦
が
進
み
よ
り
「
御

苦
労
様
で
し
た
」
と
言
葉
の
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、
妹
さ
ん

（
兄
妹
）
よ
り
兄
の
戦
死
の
問
い
か
け
に
、
三
月
よ
り
各

陣
地
作
戦
に
苦
楽
を
共
に
し
、
八
月
十
日
前
後
の
状
況
を

説
明
申
し
上
げ
た
の
で
あ
る
。

死
の
前
日
、
顔
と
身
体
を
拭
い
て
あ
げ
る
と
「
あ
ー
気

持
ち
が
良
い
、
東
は
ど
っ
ち
」
と
言
う
問
い
に
、
あ
ち
ら

の
方
が
日
本
だ
と
指
差
す
と
、
コ
ク
リ
と
頭
を
下
げ
た
。

も
う
横
に
な
る
と
言
う
事
で
寝
る
。

マ
ラ
リ
ア
と
栄
養
失
調
で
視
力
も
衰
え
て
、
す
べ
て
が

手
渡
し
の
状
態
に
な
り
、
そ
の
夜
二
人
並
ん
で
寝
る
。

朝
、
目
が
さ
め
て
萩
原
伍
長
と
呼
べ
ど
返
事
な
し
。
ま
だ

眠
っ
て
い
る
の
か
と
思
い
身
体
を
揺
す
る
と
返
事
が
な

く
、
冷
た
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

三
月
よ
り
半
年
間
、
苦
楽
を
共
に
し
た
兄
貴
の
よ
う
な

伍
長
が
ま
た
ネ
グ
ロ
ス
山
中
で
露
と
消
え
た
の
で
あ
る
。

悲
し
く
て
悲
し
く
て
男
泣
き
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
辛
い

悲
し
い
終
戦
五
日
前
の
出
来
事
で
、
今
で
も
は
っ
き
り
と

記
憶
に
残
っ
て
い
る
戦
場
の
出
来
事
で
あ
り
ま
す
。

萩
原
妹
夫
婦
と
兄
嫁
も
充
分
納
得
さ
れ
て
、
何
度
も
何

度
も
礼
を
言
っ
て
く
れ
て
、
胸
に
つ
か
え
て
い
た
物
が
一

つ
軽
く
な
っ
た
よ
う
に
私
は
思
え
た
の
で
あ
る
。

江
口
（
同
期
）
の
兄
も
自
己
紹
介
と
同
時
に
涙
声
に
な

り
、
弟
の
戦
死
状
況
を
知
り
た
い
と
訴
え
た
。
長
野
准
尉

も
同
席
し
て
い
た
の
で
長
野
さ
ん
に
聞
い
て
下
さ
い
と
、

兄
も
承
知
し
て
説
明
を
受
け
た
よ
う
だ
っ
た
が
、
大
隊
本

部
へ
切
り
込
み
隊
報
告
だ
か
ら
そ
こ
で
迫
撃
砲
の
攻
撃
を

受
け
な
く
て
も
数
時
間
後
に
は
、
敵
前
で
散
華
す
る
も
の

と
推
察
で
き
ま
す
。

帰
り
に
二
人
で
京
都
｜
岡
山
ま
で
の
車
中
で
納
得
で
き

る
ま
で
話
し
合
っ
た
の
で
あ
る
。
岡
山
駅
で
別
れ
際
に
丁

寧
に
お
礼
を
述
べ
ら
れ
た
。
本
当
に
悲
し
い
別
れ
な
り
。

島
根
の
影
山
（
同
期
）
の
遺
族
も
懇
親
会
場
で
戦
死
の
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状
況
を
知
り
た
い
と
の
事
で
、
当
時
の
事
を
思
い
出
し
、

影
山
が
三
月
二
十
日
頃
の
洋
上
よ
り
の
艦
砲
射
撃
で
陣
地

が
破
壊
さ
れ
、
六
〜
七
人
の
戦
友
と
散
華
戦
死
し
た
事
を

お
話
す
る
。
遺
体
の
収
容
も
尋
ね
ら
れ
た
が
、
徹
底
的
な

破
壊
攻
撃
で
収
容
す
る
も
不
可
な
る
事
で
あ
っ
た
事
も
話

し
、
悲
惨
極
ま
る
戦
場
で
あ
る
事
を
理
解
し
て
頂
い
た
も

の
と
感
じ
た
。

同
期
の
井
上
か
ら
シ
ラ
イ
海
岸
陣
地
と
戦
死
の
状
況
も

教
え
て
頂
い
た
。「
良
く
戦
っ
た
」
と
お
墓
に
参
り
報
告

し
て
下
さ
い
と
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。

本
当
に
終
戦
後
五
十
三
年
目
で
本
年
ほ
ど
、
悲
し
い
お

知
ら
せ
ば
か
り
の
忠
魂
慰
霊
祭
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

…
…
。

ま
だ
ま
だ
胸
に
つ
か
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
は
米
軍
に
投
降
し
た
時
点
ま
で
身
に
つ
け
て
い
た
遺

髪
を
焼
却
さ
れ
た
事
が
一
番
残
念
で
悔
や
ま
れ
ま
す
。

他
の
遺
族
の
方
と
明
野
で
お
逢
い
す
れ
ば
知
る
限
り
の

こ
と
を
お
伝
え
し
、
健
康
に
留
意
し
て
毎
年
参
加
し
た
い

と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
期
の
牧
野
君
の
姉
と
も
十
年
ぶ
り
で
お
逢
い

で
き
、
来
年
も
明
野
で
お
逢
い
し
ま
し
ょ
う
と
別
れ
た
。

工
藤
中
尉
戦
死
調
査
に
つ
い
て

十
月
二
十
二
日
夜
、
ご
遺
族
の
甥
に
当
た
る
方
（
工
藤

和
好
氏
）
よ
り
、
仲
野
さ
ん
か
ら
聞
い
た
「
井
上
さ
ん
に

お
尋
ね
せ
よ
」
と
言
う
事
で
電
話
が
あ
り
、
二
十
三
日
に

出
発
し
、
二
十
四
日
に
明
野
で
残
置
隊
長
の
長
沢
中
尉
さ

ん
に
お
聞
き
し
て
お
返
事
し
ま
す
と
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
長
沢
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ず
他
の
方
に
聞
い
た
の
で
す

が
充
分
な
る
も
の
が
得
ら
れ
ず
、
二
十
四
日
午
後
十
時
前

に
帰
宅
し
、
夜
分
遅
い
時
間
な
れ
ど
も
少
飛
岐
阜
会
の
後

藤
君
に
「
浜
畑
君
に
（
ネ
グ
ロ
ス
戦
死
工
藤
少
尉
の
当
番

を
し
て
い
た
の
で
、
も
し
最
後
の
状
況
を
覚
え
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
と
…
…
）
事
情
を
話
し
て
宮
城
県
の
こ
れ
こ
れ

を
と
工
藤
和
好
氏
に
報
告
し
て
く
れ
」
と
依
頼
す
る
連
絡

が
取
れ
、
す
ぐ
電
話
に
て
報
告
す
る
と
後
藤
君
よ
り
電
話

あ
り
了
解
。

工
藤
氏
に
電
話
す
る
と
、
浜
畑
君
よ
り
詳
し
く
お
聞
き
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し
た
と
の
こ
と
、
同
期
の
浜
畑
君
は
工
藤
中
尉
の
最
後
を

看
取
っ
た
本
当
に
悲
し
い
思
い
の
体
験
者
の
一
人
で
あ

る
。

宇
佐
美
重
雄
曹
長
の
ご
遺
族
と
お
逢
い
し
て

サ
ラ
ビ
ヤ
飛
行
場
の
整
備
で
苦
楽
を
共
に
し
て
四
国
と

い
う
事
で
親
近
感
が
あ
り
、
ご
指
導
頂
い
た
戦
死
し
た
斎

藤
軍
曹
と
仲
が
良
か
っ
た
と
思
う
。
四
月
・
五
月
と
山
中

の
激
戦
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
は
焼
原
と
な
る
。

六
月
上
旬
、
移
動
危
険
な
谷
間
を
上
が
り
、
中
第
一

線
・
二
線
・
三
線
と
陣
地
作
り
配
備
に
つ
く
。
迫
撃
砲
が

第
一
線
を
飛
び
越
え
て
二
線
・
三
線
に
落
下
炸
裂
し
て
数

多
く
の
戦
死
者
が
出
る
。

そ
の
中
に
宇
佐
美
曹
長
も
含
ま
れ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
ど
こ
の
陣
地
も
悲
し
い
思
い
ば
か
り
で
あ
る
。
願
わ

く
は
御
霊
安
か
れ
と
祈
る
の
み
。

御
家
族
の
方
も
納
得
さ
れ
て
来
年
も
明
野
で
お
逢
い
し

ま
し
ょ
う
と
言
う
事
で
お
別
れ
を
す
る
。

同
期
森
寿
夫
君
の
ご
遺
族
と
お
逢
い
し
て

森
君
と
は
サ
ラ
ビ
ヤ
飛
行
場
で
共
に
整
備
し
て
苦
楽
を

共
に
し
た
仲
な
り
。

二
十
年
二
月
に
シ
ラ
イ
に
移
動
す
る
も
陣
地
構
築
、
三

月
下
旬
に
米
軍
の
進
行
に
よ
り
シ
ラ
イ
東
方
の
山
中
に
移

動
、
陣
地
構
築
。
米
軍
の
迫
撃
砲
戦
に
共
に
必
死
に
な
っ

て
任
務
に
励
む
。

四
月
に
入
る
や
迫
撃
砲
の
攻
撃
、
海
上
か
ら
艦
砲
射

撃
、
ナ
パ
ム
爆
弾
の
攻
撃
と
夜
間
は
照
明
弾
で
真
昼
の
如

く
間
断
な
く
攻
撃
を
受
け
る
。
正
に
生
き
地
獄
の
思
い
は

今
も
忘
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
中
、
分
隊
は
別
だ
が
元
気
で
あ
っ
た
。
し

か
し
食
糧
不
足
で
誰
も
が
眼
光
鋭
く
、
頰
は
痩
け
て
い

た
。
来
る
日
も
来
る
日
も
（
四
月
・
五
月
）
攻
撃
で
山
奥

へ
山
奥
へ
の
後
退
で
あ
る
。
六
月
上
旬
に
ま
た
移
動
。
敵

機
上
空
で
、
し
か
も
低
空
ジ
ャ
ン
グ
ル
は
焼
野
原
の
如

く
、
動
け
ば
上
空
の
敵
機
に
発
見
さ
れ
る
よ
う
な
り
。
そ

の
時
点
の
迫
撃
砲
の
攻
撃
で
戦
死
し
た
と
思
わ
れ
る
。
戦

場
の
悲
し
い
思
い
と
同
期
森
君
の
御
霊
安
ら
か
な
れ
と
祈
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る
の
み
で
あ
る
。
六
月
上
旬
戦
死
。

一
、
志
満
つ
る
こ
と
な
く

露
と
消
え

明
野
に
ね
む
る

十
五
期
の
戦
友

一
、
神
ふ
る
か
仏
な
る
や

不
明
わ
か
ら
ぬ
が

忠
魂
塔
に

功いさ
お
し
閉
ざ
し
て

一
、
身
は
ネ
グ
ロ
ス
の
山
中
に

草
む
す
も

御
霊
帰
れ
よ

両
親
の
許

一
、
終
戦
も
間
近
な
る

山
中
に

今
は
の
際
の

戦
友
看
取
る

一
、
悲
し
く
て

夜
半
の
陣
地
に
只
一
人

男
泣
き
し
た

月
明
か
り

私
の
軍
歴

昭
和
十
八
年
十
月
一
日

我
が
家
を
後
に
、
大
津
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校
へ

入
校

昭
和
十
八
年
十
月
十
一
日

岐
阜
陸
軍
航
空
整
備
学
校
入
校

昭
和
十
九
年
四
月
一
日

上
等
兵

昭
和
十
九
年
六
月

明
野
飛
行
学
校
へ
訓
練
参
加

昭
和
十
九
年
九
月
末

岐
阜
陸
軍
航
空
整
備
学
校
卒

業
昭
和
十
九
年
十
月
一
日

兵
長

明
野
飛
行
学
校
配

属
昭
和
十
九
年
十
月
十
二
日

飛
行
第
二
〇
〇
戦
闘
隊
編
成

整
備
第
一
中
隊
付

昭
和
十
九
年
十
月
二
十
三
日

比
島
派
遣
と
な
り
明
野
離
陸

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日

復
員

帰
宅

三
年
二
カ
月
有
余

〔
編
注
〕

井
上
幸
男
氏
の
手
記
は
、
第
ⅩⅢ
巻
に
も
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
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